16　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(もり),森)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(た),田)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(せい),誠)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ご),吾)「明治人ものがたり」
 ─森鷗外の娘森茉莉（マリ）と幸田露伴の娘幸田文（あや）についての随想
18年度　日本女子大学
★　次の文章は森鷗外の娘・森 eq \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ac(\s\up 11(ま　り),茉莉)（マリ）と eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こう),幸)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(だ),田)露伴の娘・幸田 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あや),文)（あや）の二人を対比的に述べたものである。これを読んで、設問に答えよ。
　昭和二十二年。
　マリは、福島から東京に帰り、杉並に間借りして、独り住まいにもどった。
　一方のあやは父を失うと、小石川 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(か),蝸)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぎゅう),牛)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あん),庵)のEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\al(\s\up 11(（注１）),焼跡)に家を建て、市川から移って、娘の玉と二人暮らしをはじめた。
　四十四歳と四十三歳の二人が、そろって東京の空の下に生きるのは、三年ぶりである。
　そのころ、あやとマリは前後して、永井 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(か),荷)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふう),風)を訪ねている。
　実は、EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\al(\s\up 11(（注２）),戦火)に追われた荷風も、戦後、幸田の家とおなじ市川の eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(すが),菅)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(の),野)に住んだから、あやは、買物 eq \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かご),籠)をさげて下駄ばきの荷風と、何度かすれ違っている。
　あやは、その荷風に小さな頼みごとがあったので、Ａ人を立てて会いに行った。
　あやは、荷風が、病床にある露伴先生を見舞おうとし、また葬儀にも列しようとしながら、いずれも果たさなかった、と人づてに聞いていたので、まずその礼をのべると、荷風は意外に機嫌よく答えた。
　「Ｂなあに、あなたのおとうさんにしろ、こちらにしろ、そんなに心の中は、がさつな出来じゃないからね。
　 そこいらの人が、ちょいと考えついたようなことに乗って、ずけずけしたまねは、おたがいにいやだものねえ。
　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とし),齢)をとっては、なかなか若い人の思うようなもんじゃない」
　あやは、荷風の万年床や、畳に散る七輪の火の焼け焦げを見ながら、Ｃこの人の人嫌いは、暖かさを底辺にした冷たさだ、と思った。
　マリが荷風を訪ねたのは、自分の都合である。
　マリは、荷風の文学が、父など遠く及ばない情緒の文学であると承知している。
　その人に、自分の出版される原稿を読んでもらい、いいといわれれば出版するし、そうでなければ取り止めようときめ、そのむねの手紙を出してから、訪ねていった。
　汚れた eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(せんべい),煎餅)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぶ),蒲)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とん),団)の万年床を、座蒲団代りに鎮座まします荷風散人は、この時も機嫌がよかったが、ひとたびマリが原稿を差し出すや、たちまち笑顔が消えて、出版社に持ってゆくのがいい、と原稿の束を押しもどすので、マリは引き下がるしかなかった。
　ある荷風年譜の、フランスから帰って二年目、明治四十三年の項を見ると、こうある。
「森鷗外、上田敏両先生……のＤEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(すいばん),推挽)に依り、同大学〔慶応義塾〕文学科教授となり、……森先生の配慮にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(よ),由)り、月俸EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ならび),並)に手当を加算して金百 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ご),五)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じゅう),拾)円を給与せらる。 eq \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(けだし),蓋)大学教授中、最高給与なり」
　マリはいう。
「……荷風は、私の父の強力な助力によって、文壇に出た。だが、その父の娘の原稿を読むのは、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(まっぴら),真平)お断りというわけである。
自分の父が助力したのだから、娘の自分にも助力してくれるだろう、なんという気持を持って行ったのではなかった」
　そうではなくて、荷風が、本当の文章家で好きな作家だったから頼んでみたのだ、とマリはいうのだが、そんな理屈が通るか、通らないか、御存知ないのが、Ｅ森先生のお嬢さんである。
　そこへゆくとあやは、
　　　
「Ｆ先生は人嫌いではないのだ。だが、先生にとって、人というものは、ほんのぽっちりしか要らないのだ。人くささが嫌いなのだ、と思われた。
そう思うと、すでに先生の前に長く居過ぎたのである。幸に御機嫌のいいうちに退出した」
　とのことで、Ｇまことに進退にそつがない。
　父のしつけのみならず、晩年の父の秘書代りをつとめた苦労のEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o(\s\up 11(か　い),甲斐)であろう。
　そして一方のマリ嬢さんの心は、幾夜か揺れた。
「私の荷風先生に対してやった原稿閲覧の強要は……図々しいことであり、先生の態度は決して冷淡ではないということに、考え至った。
もう長くはない生涯の中で、先生の時間は少しの余分もないのだ。私は自分のことだけを考えて、先生のところへ行ったようなものだ。
……
私の落胆はもう消え去った。そうして私の原稿が、いつか本になる時が来たら、その本を先生にお贈りしよう。
もし亡くなられていたら、その本を墓石の上に置いて、帰って来よう」
　マリは、たしかに落胆し、それから懸命に心をたて直し、二十五年ぶりに再会した長男・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じゃく),𣝣)に心境を書き送っている。マリとあや、二人の見た荷風は一人だが、残像は違う。それは荷風の違いでなく、二人の違いである。　
注１　幸田露伴の一家は、戦争末期に空襲を避けるために東京・小石川から千葉・市川へ疎開していたが、疎開中に小石川の家（蝸牛庵）は空襲のため焼失していた。
注２　永井荷風は、戦争末期の空襲で東京・麻布の住居が焼失し、あちこちさまよったあと、市川へ疎開していた。
問１　傍線部Ａ「人を立てて」とあるが、どのような意味か。簡潔に説明せよ。
［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］
問２　傍線部Ｂ「なあに、あなたのおとうさんにしろ、こちらにしろ、そんなに心の中は、がさつな出来じゃないからね。
そこいらの人が、ちょいと考えついたようなことに乗って、ずけずけしたまねは、おたがいにいやだものねえ。
齢をとっては、なかなか若い人の思うようなもんじゃない」とあるが、その説明としてもっとも適当なものを、次の項目（１～５）から一つ選べ。
１　年齢を重ねてみると、若い頃と違って、遠慮や冷静さから、知人の病気見舞いや葬儀には行くのが当然だという社会的常識に疑問を持つようになるということ。
２　自分も露伴も年齢を重ねて、がさつでなくずけずけしたところもない人間として心の中で理解し合えていたのだが、それが若いあやには分からないということ。
３　年齢を重ねてみると、敬愛していた作家仲間が病気になったり亡くなったりしたからといって、なれなれしく見舞いや弔問に伺うことははばかられるということ。
４　有名作家の露伴が亡くなったのに葬儀にも出ないと、若い文学青年や評論家が批判しているが、がさつで図々しいそのような批判は見当違いであるということ。
５　近隣に住んでいたとはいえ、文学的傾向の違う者どうしだったので、お見舞いや葬儀に足を運ぶのは厚かましく、落ち着きのない振る舞いと感じられるということ。
問３　傍線部Ｄ「推挽」の意味として、もっとも適当なものを、次の項目（１～５）から一つ選べ。
１　賛成や反対　　２　かけひき　　３　類推
４　推薦　　　　　５　挽回
問４　傍線部Ｅ「森先生のお嬢さんである」とあるが、この表現を踏まえると、筆者は「マリ」をどのような性格の人間と理解していると考えられるか。三十字以内で述べよ（句読点等を含む）。
［
］性格
◎問５　傍線部Ｃ「この人の人嫌いは、暖かさを底辺にした冷たさだ、と思った」および傍線部Ｆ「先生は人嫌いではないのだ。だが、先生にとって、人というものは、ほんのぽっちりしか要らないのだ。人くささが嫌いなのだ、と思われた」から「あや」が「先生（荷風）」をどのような性格の人間と理解していると考えられるか。三十字以内で述べよ（句読点等を含む）。
［
］性格
問６　傍線部Ｇ「まことに進退にそつがない」とあるが、その説明としてもっとも適当なものを、次の項目（１～５）から一つ選べ。
１　やるべきことはきちんとやる性格だということ
２　願望を押しつけず、相手に合わせられるということ
３　人前での身のこなしが良く、礼儀正しいということ
４　長話しをせず、用件を済ませるとすぐに帰るということ
５　すべきことはするが、引きぎわも良く心得ているということ
【解答】
問１　人に仲介を頼んで
問２　３
問３　４
問４　Ａ大人物の娘であることが身に付いていて、Ｂどこか世間知らずの（性格）（28字）
「性格」につながらないものは減点３。Ｂがなければ全体０。
Ａ＝３／Ｂ＝７

問５　Ａ他者への配慮は欠かさないが、Ｂ馴れ合いを忌避しＣ自分と向きあう（性格）（29字）

「性格」につながらないものは減点３。Ａ・Ｂがなければ全体０。
Ａ＝４／Ｂ＝４／Ｃ＝２

問６　５
